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静電容量型 6 軸力覚センサの事業化 
－定格荷重の比率とセンサの厚さの改善－ 

 

埼玉大学大学院理工学研究科 辻研究室と株式会社ワコーテックの共同開発により開発された静電容

量型 6 軸力覚センサが製品化されることとなりました。その成果は 12 月 2 日（水）〜5 日（土）まで東

京ビックサイトにて開催される 2015 国際ロボット展（http://biz.nikkan.co.jp/eve/irex/）にて発表さ

れます。 

 静電容量型 6 軸力覚センサ Dyn Pick®は産業用ロボット分野やサービスロボット分野、アシスト装置デ

バイスとして採用されていますが、6 軸力覚センサを利用すると定格荷重とセンサの厚みが大きなネック

になるケースがありました。また、従来のタイプでは回転力の定格荷重が並進力に比べて小さいという課

題がありました。 

そこでこの新型力覚センサでは、従来から実績のある静電容量型の内部構造および回路部分を改良しま

した。その結果、定格荷重比率（並進力 F とモーメント M）20:1、定格荷重 Fx,y,z:200N/Mx,y,z：10Nm

を達成し、定格荷重の比率の改善とセンサ薄型化が実現されました。 

※本事業は埼玉県先端産業創造プロジェクトの支援を受けて実施されたものです。 
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